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審査要旨 
本論は、古墳の構成要素である埴輪について、関東を中心にしながら総合的に考察し、当時の社会
構造や人々の葬送儀礼に対する考え方、大和政権の地方への勢力伸張に果たした役割などを探った意
欲的な労作である。 
第 1章から順に各章についての成果と審査員の所見とを述べる。 
第 1章では、埴輪研究史を『日本書紀』垂仁天皇三二年条、「埴輪」用語の初見から説き起こしてい
る。江戸時代の揺籃期に徳川光圀によっておこなわれた下野国上侍塚の発掘にまで遡ったあと、明治
時代以降の円筒埴輪の性格論の展開を述べる。さらに明治末年から大正、昭和にかけての形象埴輪起
源論について、研究の流れをあとづけている。とくに江戸から明治、大正にかけての研究史を細かく
たどっている点を評価できる。戦後の埴輪研究についても詳しく触れたあと、近年の特殊器台から円
筒埴輪への編年論や韓国の埴輪や石見形木製品について丁寧に述べている。 
第 2 章では、東日本での埴輪出現問題について、円筒埴輪、壺形埴輪、鶏形埴輪などの初現的な埴
輪をあつかい、東海地方（静岡松林山古墳）と中部地方（中道銚子塚）、北関東（太田市朝子塚）の事
例をあげて検討する。その結果、畿内―東海―中部―北関東という初期埴輪の伝播経路を想定する。
ほぼ妥当な見解と評価できる。そのほか群馬芝根 7号墳、新潟飯綱山 10 号墳、会津堂ケ作山古墳など
の例から、異論の多い埴輪変遷過程を明確にし、大和政権の東国経営のあり方を探っている。 
第 3 章では、墳丘上に立てならべた人物や動物などの形象埴輪をとりあげ、器種ごとの消長を明ら
かにする。続いて組み合わせの変遷を前方後円墳、帆立貝式古墳、円墳の墳形ごとに探っている。そ
の結果、3世紀後半から 7世紀はじめの埴輪配列の変遷を、全国規模で明らかにしている。 
埴輪祭式論では、人物埴輪出現以後の埴輪配列を検討し、畿内、九州、関東の様相を明らかにして
いる。ついで配置場所が古墳の周堤から墳丘上へと変化する事実を明らかにし、土製、石製、木製に
よる埴輪の違いについても言及している。その上で各種埴輪の配列や組合せから、埴輪祭式や祭祀な
ど性格論をあとづけている。葬列再現説、もがり説、首長権継承儀礼再現説、顕彰碑説を検討し、首
長権継承儀礼再現説が妥当とする。この点についてはさらなる論証が必要であろう。 
第 4 章では、埴輪生産体制を取り上げる。最初に、埴輪製作者の墓制と考えられる円筒棺と埴輪棺
とを全国的に集成し、被葬者について検討している。円筒棺は埴輪工人の墓で、土師氏と関係が深い
ことを指摘した。埴輪生産モデルでは、「移動型」「集中型」「固定分散型」「貢納型」の 4 類型を設定
している。「移動型」は、関東での巡歴手工業生産的な下総型埴輪生産体制を念頭においている。 
このように埴輪製作集団や生産体制モデル、埴輪の需要、供給関係を明らかにし、埴輪の生産体制
について幅広く論じ、関東の埴輪生産工人と畿内の埴輪生産体制との交流を指摘している。 
第 5 章では、人物埴輪に表現された装身具や被り物、帯飾りなどと古墳被葬者のもつ副葬品と比較
して、性別や職掌、階層などについて検討する。また髪飾り、耳飾りなどから性別の判定が可能な例
を示し、古墳被葬者で性別の明らかな人骨に伴う例と比較して、被葬者の性別、階層などの検討を試
みる。その結果、胡座の男子、椅坐の男女は最高位にあり、琴弾き男子、跪坐男子も身分が高いと判
定できた。そして人物埴輪には、冠位制までには至らないが、装身具や姿勢などで身分や職掌を示す
意識はすでに形成されていたと指摘している。人物埴輪と出土した副葬品、人骨との比較研究によっ
て、性別や職掌、階層を明らかにしようとした意欲的な論考と評価できる。 
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以上のように本論文は、関東の埴輪を中心にして全国的な埴輪生産と流通、埴輪配列と祭祀の意味
を探った内容である。 
このために関東はもちろん、埴輪が存在する各地の遺跡、遺物を訪ねて計測、撮影、集成し、比較
検討した労作である。また文献史料のほか鶏の伝承など民俗学や埴輪胎土の分析など自然科学の成果
をも取り込んでいる。本文、注、文献、図版も丁寧に作成されており、古墳時代の埴輪研究として優
れた内容となっている。 
すでに論考の一部は発表されており、埴輪研究にとって必読の論文とされ、引用もされている。今
回、博士請求論文として一書に纏められ、さらに手が加えられたことによってますます重要性が増し、
将来にわたって広く引用、利用されることが考えられる。 
この論文は、韓国をふくめた東アジアの広い視点にたって、関東を中心とする古墳時代の研究に永
く携わってきた著者が、長年にわたって地道に研究を進めてきた埴輪研究の手堅い成果、業績を結集
した得がたい内容となっている。 
よって本論文は、博士（文学）の学位を授与するに値するものと判断する。    以 上 
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